
   

直方市第期 2期まち・ひと・しごと創生総合戦略 検証経過 

（令和 4年度事業分） 

 

1. 重要業績評価指標（KPI）に関する実績報告 

 令和 5年 4月 6日から令和 5年 4月 28日まで （別紙に全事業の実績報告添付） 

 

2. 第 1回検証委員会 令和 5年 5月 22 日（月） 

（ヒアリング対象事業の選定） 

委員の互選により以下赤枠の事業について、担当課ヒアリングを行い事業評価することを

決定した。 

※地方創生推進交付金事業については、検証が必須とされているため対象期間について毎年

度実施している。 

 

3. 第 2回検証委員会 令和 5年 8月 21 日（月） 

（対象事業のヒアリング） 

No 対象課 事業名 対象事業数 

1 
子育て・障がい支援課 

    障がいサービス係 
⑧-4 障がい者の就業支援 1 

2 秘書広報課秘書広報係 
③-3交流人口・関係人口の創

出・拡大 
1 

3 商工観光課 商業観光係 
⑥-1 中心市街地賑わいづくり推進事業

（リノベーション事業） 
1 

4 商工観光課 

産業イノベーション推進係 

⑨-1 市内事業者のデジタルトラン

スフォーメーションの推進 

⑧-6女性が輝くしごと創生事業 

2 

5 企画経営係 企画経営係 ②-1 未来の IT 技術者育成事業 1 



 

4. 総合戦略本部会議 令和 5年 9月 15 日（金） 

（評価結果の報告） 

No 対象課 事業名 総合評価結果 

1 
子育て・障がい支援課 

    障がいサービス係 
⑧-4 障がい者の就業支援 C 

2 秘書広報課秘書広報係 
③-3交流人口・関係人口の創出・

拡大 
B 

3 商工観光課 商業観光係 
⑥-1 中心市街地賑わいづくり推進事業（リノ

ベーション事業） B 

4 
商工観光課 

産業イノベーション推進係 

⑨-1 市内事業者のデジタルトランスフォ

ーメーションの推進 
B 

5 
商工観光課 

産業イノベーション推進係 
⑧-6女性が輝くしごと創生事業 A 

6 企画経営係 企画経営係 ②-1 未来の IT 技術者育成事業 B 

 各委員からの評価結果を以下の基準に基づきＡ～Ｄで評価を行った。 

 Ａ評価：委員評価全てB以上、かつAが 5割以上の事業 

 Ｂ評価：委員評価全てＣ以上、かつＡ・Ｂが 6割以上の事業「 

 Ｃ評価：委員評価全てＣ以上の事業 

 Ｄ評価：委員評価Ｄが 1つ以上の事業 

 

 



取組番号 担当課係名 子育て・障がい支援課 事業実施年度 R4

取組名

取組内容

実施方法

R4年度(千円)

(a)当初予算額 18,862

(b)予算現額 18,862

(c)増減額（b-a） 0

(d)繰越額 0

A (b+d) 18,862

18,862

うち交付金充当額 14,146

100.0%

R4年度実績

8

1

委員 C評価

委員 B評価

委員 C評価

委員 C評価

委員 A評価

委員 C評価

総合戦略ヒアリングシート(委員会ヒア用）

⑧-4 障がいサービス係

障がい者の就業支援

◆ 就労移行支援事業、就労定着支援事業を促進する。

◆ 福祉的就労における障害者就労施設等からの優先調達を推進し、販路拡大を促進する。

単独

委託

予算状況の説明

一般就労につながった利用者数 令和7年度15件/年

優先調達事業所数 計画期間中3件

　　B 執行済額

次年度繰越額

執行率(B/A)

指標名 指標値

・実施主体の陣容が明確ではなかったので正しい評価が判りませんが委託事業を実施・評価・計画

においてより主体的に情報が聞けたらと思う。

就労支援に係る委託費の妥当性、経費の算定など考え方を明らかにすべき。

KPIについても、予見に基づくものであり、本質的な検討が今一度必要

主な取り組み 事業詳細 年度総括

今後の方針

検証委員の評価

事業実施年度 令和3年度 ～
単独or交付金等

　　　A：着実に推進され引き続き大きな効果が期待できる。　B：概ね推進され、引き続き効果が期待できる。

　　　C：事業の改善が必要である。　　　　 　　　　　　　  D：抜本的な事業の改善が必要である。

予算額・執行額

「優先調達」については、庁内全体の印刷製本費の一部と直鞍地区機関相談支援センター

（2市2町）が事務局を務める障がい者等地域自立支援協議会の就労支援部門に委託してい

る為、委託料の一部。

障害者雇用率の引上げの影響もあり、企業の採用意欲も高まるのではないかと思われます。

優先調達に関しては、PRを促進され、事業所数が増えることを期待しています。

一定の取組はあるが、優先調達に向けてより効果的な取組の検討が必要と思慮する。

予

算

状

況

KPI

取

組

の

検

証

・就労支援施設A及びBにおいて、一般就

労を目指し訓練を行なっている。

・障がい者優先調達法に基づき、障がい

者就労施設等の理解や優先的調達を進め

ている。

・障害者のための就職説明会の実施(ハロー

ワーク・福岡県央障害者就業・生活支援セン

ターとの合同)を考えていたが実現できなかっ

た。

・市で発注するチラシや納付書等の印刷事業を

なるべく優先調達してもらうよう促した。ま

た、「おいでな祭」で就労支援施設同士の交流

を図り、一般の方へ取扱商品を紹介・PRし

た。

・一般就労への移行数は目標値を下回る実績で

あった。

・優先調達事業所数については、イベント等のチ

ラシ、納付書等の印刷事業で優先調達を実施し

た。

障がい者雇用の促進とともに、一般就労の雇用促進が期待できる。優先調達事業については今後も継続して実施する。

C

総合評価
優先調達事業所については１件にとどまっているのでより有効的な事業方法を検討してもらいた

い。

それぞれの事業は意義があると思います。予算規模が大きいので予算の使途の詳細を知りたいと思

いました。



取組番号 担当課係名 秘書広報課 事業実施年度 R4

取組名

取組内容

実施方法

R4年度(千円)

(a)当初予算額 2,349

(b)予算現額 2,349

(c)増減額（b-a） 0

(d)繰越額

A (b+d) 2,349

2,265

うち交付金充当額 0

0

96.4%

R4年度実績

17,643

550

委員 B評価

委員 B評価

委員 A評価

委員 B評価

委員 A評価

委員 B評価

総合戦略ヒアリングシート(委員会ヒア用）

③-3 秘書広報係

交流人口・関係人口の創出・拡大

◆ ソーシャルメディア（SNS等）による配信コンテンツを充実させ、市の特徴的な施策や観光名所等、市外在住者に対する市のアピールポイント

発信を強化する。

◆ 情報発信やふるさと納税の取り組み等、シティプロモーションを通して、市外在住者が多様なかたちで本市にかかわりを持つきっかけづくりを

行う。

◆ 若い世代の関心が高いコンテンツを充実させ、若い世代に対する情報発信を強化する。

◆ 市内の企業と都市部の副業人材のマッチング等、地場産業への技能的支援を通して、関係人口を増やす取り組みを推進する。

単独

直営

予算状況の説明

　　B 執行済額

次年度繰越額

執行率(B/A)

指標名 ・

総合評価
SNSフォロワー数も順調に伸びており、今後も少ない体制で大変でしょうが事業推進に力を入れて

ほしい。

・事業の効果をどのように把握するのかを今後検討頂ければと思いました。

・予算の使途が市民向けのものもあり、整理が必要ではと感じました。

B

SNSのフォロワー総数
令和3年度11,000人、令和4年度12,000人、令和5年度13,000人、令和6年度14,000

人、令和7年度15,000人

ホームページの閲覧件数 350万PV/年

主な取り組み 事業詳細 年度総括

事業実施年度 R3 ～
単独or交付金等

　　　A：着実に推進され引き続き大きな効果が期待できる。　B：概ね推進され、引き続き効果が期待できる。

　　　C：事業の改善が必要である。　　　　 　　　　　　　  D：抜本的な事業の改善が必要である。

予算額・執行額

・プレスリリース配信サービス　825千円（Prtimes)

・市民向け行政情報等配信メールサービス　634千円

・直方市公式ホームページ保守業務委託　660千円

・ちょっくラジオ　132千円(コミュニティFM毎月第3水曜日12：00～13：00市政情報を放

送）

少人数で多様な対象者向けの情報発信を実施されている。

フィードバック情報の入手や実績（結果）が得られるとさらに良いと思う。

・市外、企業へのアプローチを強めて頂きたい。

・効果測定を個別の取組み、手段により評価頂くとさらなる効果が見込めると考えます。

フォロワーの数、HP閲覧件数共に目標値を上回っており、着実に取り組みの成果が出ていると思わ

れます。

限れた人員・予算の中、組織内連携により効率的で効果的な情報発信を期待する。

予

算

状

況

KPI

取

組

の

検

証

・見る人がわかりやすく、情報の取得が

手軽にできるような発信の工夫

・市民生活に必要な情報提供の即効性向

上

・SNSを活用した情報提供の向上

SNS等での情報発信回数（フォロワー）

・行政情報等配信メール 588回（2,787人）

・LINE　531回（9,778人）

・インスタグラム 145回（3,269人）

・Facebook 135回（797人）

・Twitter 24回（687人）

・note 28回（325人）

・プレス配信（Prtimes) 92回

・ちょっくラジオ 12回。

伝わりやすくタイムリーな配信。

文字だけではなく画像や写真を添付。

・情報収集に積極的に取り組み、タイミングを逃

さず発信することができた。

・情報発信が少なかった部署に声掛し、発信して

いく事が出来た。

・職員研修を行い、情報発信の必要性を職員に意識づける。

・部署間と連携し情報収集に取りくみ、市の魅力や市民生活に必要な情報をタイムリーに発信していく。

今後の方針

検証委員の評価



取組番号 担当課係名 商工観光課 事業実施年度 R4

取組名

取組内容

実施方法

R4年度(千円)

(a)当初予算額 102,037

(b)予算現額 102,037

(c)増減額（b-a） 0

(d)繰越額 9,180

A (b+d) 111,217

99,721

うち交付金充当額 44,654

0

89.7%

R4年度実績

1

1

委員 B評価

委員 B評価

委員 B評価

委員 C評価

委員 C評価

委員 B評価

総合戦略ヒアリングシート(委員会ヒア用）

⑥-1 商業観光係

中心市街地賑わいづくり推進事業（リノベーション事業）

◆ 地域のまちづくり主体と連携し、リノベーション物件を活用した創業支援を行う。（遊休資産のリノベーションによるまちづくりの担い手育成

事業）

◆ 新規事業者が創業しやすい環境づくりと、商工会議所やN-bizと連携した創業支援を行う。

◆ まちづくり主体によるリノベーション物件のサブリース（転貸）事業を支援し、空き店舗の解消を図る。

◆ リノベーション物件を活用し、子育て支援機能等、公共的な機能を備えた施設を整備する。

地方創生推進交付金

その他交付金等

直営

予算状況の説明

リノベーション事業により活用が図られた中心市

街地の遊休資産の件数
令和4年度までに4件

リノベーション事業により中心市街地におい

て創業した人数
令和4年度までに2人

　　B 執行済額

次年度繰越額

執行率(B/A)

指標名 指標値

現実的に厳しいと思いますが、「子ども×商店街」のコンセプトを知恵を出して継続し③－３とも

連携して進めていかれることを願います。「ここっちゃ」は大変お疲れ様でした。

現状を鑑み、今後何をどこまでやっていくかの整理が必要

（リノベーションは1件であったが、賑わいのために何をやっていくか）

主な取り組み 事業詳細 年度総括

今後の方針

検証委員の評価

事業実施年度 R3 ～
単独or交付金等

　　　A：着実に推進され引き続き大きな効果が期待できる。　B：概ね推進され、引き続き効果が期待できる。

　　　C：事業の改善が必要である。　　　　 　　　　　　　  D：抜本的な事業の改善が必要である。

予算額・執行額

【ソフト事業】4,363千円

・中心市街地賑わいづくり推進業務委託料：2,063千円

　人材育成事業（エンボるスクール）の実施

・まちづくり直方負担金：2,300千円

　空き物件オーナーと創業・出店希望者のマッチング、中心市街地賑わいづくり施設出店

者の選定など、中心市街地の賑わいづくり事業に係る負担金

【ハード事業】97,674千円

商店街の空き店舗を活用し、子育て支援施設や飲食・物販店舗が入居する複合施設を整

備。

・中心市街地賑わいづくり施設整備工事監理委託料：2,750千円

・　　　　　　　〃　　　　　　　工事費：94,924千円

賑わいのある街づくりのための取組みは、大変意義のある取組みだと思います。今後も何等かの形

で継続されることを期待しています。

施設整備による効果は確認されるが、地域全体を捉えた今後の展開に期待する。

予

算

状

況

KPI

取

組

の

検

証

・人材育成事業「エンボるスクール」実

施

・中心市街地賑わいづくり施設整備工事

・空き店舗と出店希望者とのマッチング

【ソフト事業】

人材育成事業（エンボるスクール）は、令

和2年度から継続して実施

【ハード事業】

7月～2月の期間でリノベーション工事

R5年4月の施設オープンに向け工事の進捗管理、施設の

コンセプト設定（「子ども×商店街」）、各関係団体と

の調整、施設条例制定などを行い、「多世代交流スペー

スここっちゃ」がR5年4月1日にオープンとなった。

ここっちゃ交流エリアには、物販に8店舗、飲食に1店舗

入居（新規創業）。

関連して、商店街への出店の問い合わせが1件あり、

オーナーの紹介まで進んだが出店には至っていない。

「子ども×商店街」のコンセプトに基づき、子育て世帯向けの集客交流イベントを開催していくとともに、賑わいづくりの拠点施設として、商店街関係

者との対話を通じ連携を図っていく。

また、空き店舗や不動産情報の調査を進めると同時に、上記対話から得られるような現場目線の情報を得ることで、マッチングのネックとなっている要

因分析を行っていく。

B

総合評価
中心市街地の活性化は大きな課題であると認識しています。リノベで整備した施設を核として今後

も引き続き賑わいづくりを推進して頂きたい。

市街地の賑わいを作りだせているのかについて、今後検討を進めて、必要な改善をしていただけれ

ばと考えました。



取組番号 担当課係名 商工観光課 事業実施年度 R4

取組名

取組内容

実施方法

R4年度(千円)

(a)当初予算額 5,000

(b)予算現額 5,000

(c)増減額（b-a） 0

(d)繰越額 0

A (b+d) 5,000

4,212

うち交付金充当額 0

0

84.2%

R4年度実績

11

委員 B評価

委員 B評価

委員 A評価

委員 B評価

委員 A評価

委員 B評価

補助

予算状況の説明

総合戦略ヒアリングシート(委員会ヒア用）

⑨-1 産業イノベーション推進係

市内事業者のデジタルトランスフォーメーションの推進

◆ 市内の様々な産業分野が抱える課題を解決するため、デジタル技術を活用した実証事業を支援し、市内の産業振興を図る。

◆ 行政や地域が抱える課題を解決する技術や方法について、市内事業者と連携して解決策の研究開発を行い、本市の新たな産業として発展させ

る。

主な取り組み 事業詳細 年度総括

今後の方針

検証委員の評価

事業実施年度 令和4年度
単独or交付金等

予

算

状

況

KPI

直方市IoT推進ラボが先進技術導入についてサポー

トした件数
計画期間中5件

　　B 執行済額

次年度繰越額

執行率(B/A)

指標名 指標値

単独

　　　A：着実に推進され引き続き大きな効果が期待できる。　B：概ね推進され、引き続き効果が期待できる。

　　　C：事業の改善が必要である。　　　　 　　　　　　　  D：抜本的な事業の改善が必要である。

予算額・執行額

予算　5,000千円（500千円×10件）

活用件数　11件

直方工業株式会社　500千円、学校法人頓野学園頓野幼稚園　450千円

小倉鉄道株式会社　274千円、株式会社名島鉄工所　384千円

直方精機株式会社　500千円、株式会社九州ハセック　500千円

株式会社オーセンティック　287千円、ヘアメイクガーデン　163千円

医療法人健明会　193千円、株式会社かね萬　461千円

松野プレス工業株式会社　500千円

活用例やそのメリットをPRすることにより、更に取組みが進むのではないかと期待しています。

本予算に見合う実績は確認されるが、事業者内での導入効果は限定的であり、より抜本的な推進が

今後求められると思慮する。

取

組

の

検

証

省エネ技術やITサービス等の積極的な導

入を促進するため「企業経営支援補助金

制度」を創設し、市内事業者のデジタル

技術の浸透を図った。また、先進的IT技

術を用いた実証事業にも補助を行ってお

り、スマート農業や高齢者の見守りサー

ビスなどの事業を支援している。

企業経営支援補助金制度を創設し、デジタ

ル技術や省エネルギー技術の活用等によ

り、企業経営の効率化を行おうとする取組

を支援するための補助金を交付する事業を

実施した。（補助対象経費の2分の1、上限

500千円）

IT技術の実証や導入に関する事業に対して支援を

行い、事業者の課題やニーズが明らかになってき

ている。制度を運用する上での問題点も明らかに

なってきていることから、事業者の実態を踏ま

え、制度の再構築を図る必要がある。

先端技術の取り込みを事業者に促す上で、IT技術のメリットや必要性を訴求することが不十分であると感じている。地元の事例として、事業者に広く

紹介できるよう展示会への参加等、PR活動を積極的に行っていきたい。

B

総合評価
予算を執行した各企業の成果をきちんと検証する必要がある。

メリットにつては、これまでの補助の成果を整理して示して下さるといいのではと感じました。

今後の展開を期待しています。

・本質的なDXの推進のために、更なるテーマの絞り込み、予算の増額、補助の引き上げ等があるとより施策と

して活性化すると考える。



取組番号 担当課係名 商工観光課 事業実施年度 R4

取組名

取組内容

実施方法

R4年度(千円)

(a)当初予算額 8,701

(b)予算現額 8,701

(c)増減額（b-a） 0

(d)繰越額 0

A (b+d) 8,701

8,701

うち交付金充当額 4,350

0

100.0%

R4年度実績

16

委員 B評価

委員 A評価

委員 B評価

委員 B評価

委員 A評価

委員 A評価

総合戦略ヒアリングシート(委員会ヒア用）

⑧-6 産業イノベーション推進係

女性が輝くしごと創生事業

◆ 地域の中小企業や個人事業主に対して、女性が働きやすい労働環境を整備するための支援を行うとともに、就業を希望する女性と市内企業の

マッチングや女性の創業支援、創業後の継続的な伴走支援を行っていく。

◆ テレワーク等、新しい働き方が推進されていることを踏まえ、女性が在宅でもオンラインで仕事ができるよう、必要な知識、経験、技術を修得

できるサポート体制を構築し、安定した雇用や創業へと繋げる。

地方創生推進交付金

委託

予算状況の説明

女性の創業件数
令和3年度7件、令和4年度10件、令和5年度10件、令和6年度10件、令和7年度10

件

　　B 執行済額

次年度繰越額

執行率(B/A)

指標名 指標値

事業の詳細的に、女性ならではの視点が強めに出ていても良かったのではないかと考えます。

順調に推移していると考える。

主な取り組み 事業詳細 年度総括

今後の方針

検証委員の評価

事業実施年度 令和2年度 ～ 令和4年度
単独or交付金等

　　　A：着実に推進され引き続き大きな効果が期待できる。　B：概ね推進され、引き続き効果が期待できる。

　　　C：事業の改善が必要である。　　　　 　　　　　　　  D：抜本的な事業の改善が必要である。

予算額・執行額

一般財団法人直鞍情報・産業振興協会に委託料として8,701千円を支出している。

経費内訳）アドバイザーの人件費、事業費、事務費、通信運搬費、水道光熱費、消耗品費

「労働環境の整備」に関する検証や今後の方針は見えませんでしたが、「創業」に関しては十分な

成果を上げておられると思います。

支援体制の見直しや計画以上の成果も確認され、今後も継続的な支援による事業成果が期待され

る。

予

算

状

況

KPI

取

組

の

検

証

持続的に事業を実施できるように予算や

体制を大きく見直した。具体的には地方

創生推進交付金の終了を踏まえ予算を

50％カットしつつ、3人のアドバイザー体

制を整え、事業内容の整理を行った。

一般財団法人直鞍情報・産業振興協会が管

理する直鞍産業振興センターADOX福岡別

館内に経営相談窓口となる直鞍ビジネス支

援センターを設置し、直方市を中心とする

直鞍地域の事業者の経営相談、創業支援等

を実施している。また、将来の起業家を育

成しするため、アントレプレナーシップ教

育やプログラミング教育を実施した。

事業内容を見直したものの、結果としてこれまで

と大きく変わらない相談実績を残すとともに、未

来のアントレプレナーの育成を目指し、新しい事

業を確立することができた。

創業支援を行うための関係団体、金融機関との連携を深め、直鞍ビジネス支援センターとしての事業の方向性や事業内容を拡充していきたい。

A

総合評価
今後は単肥での実施となり難しい部分もあろうかと思いますが、より一層の女性の創業支援に尽力

してほしい。

順調に成果が上がっていると思いました。



取組番号 担当課係名 企画経営課 事業実施年度 R4

取組名

取組内容

実施方法

R4年度(千円)

(a)当初予算額 1,041

(b)予算現額 1,041

(c)増減額（b-a） 0

(d)繰越額 0

A (b+d) 1,041

1,040

うち交付金充当額 499

0

99.9%

R4年度実績

27

委員 C評価

委員 A評価

委員 A評価

委員 A評価

委員 A評価

委員 C評価

総合戦略ヒアリングシート(委員会ヒア用）

②-1 企画経営係

未来のIT技術者育成事業

◆ 学校教育以外の場で、情報化技術に実践的に触れる機会を創出し、将来の進路や仕事選びの選択肢を増やすきっかけづくりを行う。

◆ 地域の企業や大学等と連携し、中学生や高校生を対象としたプログラミング教室を開催する。

地方創生推進交付金

委託

予算状況の説明

プログラミング教室等への参加者数 20人/年

　　B 執行済額

次年度繰越額

執行率(B/A)

指標名 指標値

素晴らしい取組みと思います。今後の発展的見直しを実施して頂ければと思います。

与えられたプログラム（答えのあるもの）だけでなく唯一の正解ではない解の探求もあわせて進めて頂くと良

いと思います。

・技術面に関しては、しっかりとしたカリキュラムで実施されている。

・仕事などにプログラミングがどう活用されていくかを今後検討されるということなので今後の展開を期待す

る。

主な取り組み 事業詳細 年度総括

今後の方針

検証委員の評価

事業実施年度 令和3年度 ～
単独or交付金等

　　　A：着実に推進され引き続き大きな効果が期待できる。　B：概ね推進され、引き続き効果が期待できる。

　　　C：事業の改善が必要である。　　　　 　　　　　　　  D：抜本的な事業の改善が必要である。

予算額・執行額

・2市2町広域で事業費を負担（人口割）直方市負担523千円

　負担金額475千円（宮若：258千円、小竹71千円、鞍手146千円）

　参加者負担金42千円

　　事業費内訳）講師の派遣に係る経費等

　　　　　　　　事業周知用チラシ製作等の事務費

　　　　　　　　アプリケーション開発費等

未来のために大変大切な取組みであると思います。より多くの若者に機会を与えていただけたらと

思います。地元企業の一役を担っていただける人材育成にも繋がると思います。

一定の実績は確認されるが、より地域企業への就に導く内容への見直しが必要と思慮する。

予

算

状

況

KPI

取

組

の

検

証

近隣2市2町の広域連携による地方創生推

進交付金事業。直方市が幹事

ｴﾝﾄﾘｰｺｰｽ(初級)8/8~8/10

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽｺｰｽ（中上級）12/25~27

●ｴﾝﾄﾘｰｺｰｽ(初級)　参加費：無料

【実施体制・内容】　アンケート満足度100％

4チームに分かれ、1名づつ専任講師を割り当て

3日目は習熟プログラミングスキルを駆使し、

チームごとに発表会を開催

●ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽｺｰｽ（中上級）参加費：3千円

【実施体制・内容】アンケート満足度100％

体制はｴﾝﾄﾘｰ同様。人工知能(AI)も取り入れて、

ラジコンカーを操作するプログラミングを実施

しチームごとに発表会で操作実施

ｴﾝﾄﾘｰｺｰｽ、ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽｺｰｽともに定員を上回る応

募があり、ｴﾝﾄﾘｰｺｰｽ（定員20名、無料）は抽

選を実施して最終的に15名が、ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽｺｰｽ

（定員10名、有料）は申込者全員を受け入れ

て最終的に12名が全日程を受講した。

地方創生推進交付金による補助が無くなる令和6年度以降の事業継続に向けて、他団体との新たな連携を視野に入れつつ、実施内容の発展的見直し等も

検討していく。

B

総合評価
補助がなくなっても展開できるような仕組みを検討して頂きたい。

需要のある事業で、今後も充実させていくといいと思いました。いずれ効果を確認する準備を検討

するといいのではと考えました。


